
台湾海峡をめぐる動向（2012 年7月～8月）

「投資保障協定の締結と中国をめぐる民進党の動き」

松本充豊（天理大学国際学部）

1．中台交流窓口第8回トップ会談と投資保障
協定の締結

（1）第8回トップ会談の開催
8月8日から9日までの2日間、中国・海峡両

岸関係協会（海協会）と台湾・海峡交流基金会（海
基会）両会による第8回トップ会談が台湾・台北
で開催された。同会談の開催は、2011 年 10 月に
中国・天津で行われた前回の会談から、およそ 10
か月ぶりとなった。馬英九総統の再選後、トップ
会談開催の見通しは何度も伝えられたが、その都
度先送りされてきた。海協会の陳雲林会長と海基
会の江丙坤董事長は9日、「海峡両岸投資保障と
促進協定」（「海峽兩岸投資保障和促進協議」）およ
び「海峡両岸税関協力協定」（「海峽兩岸海關合作
協議」）の2つの協定に調印した。

（2）投資保障協定、ついに調印
今回のトップ会談で注目されるのは、懸案と

なっていた中台間での投資保障協定がついに調印
されたことである。投資保障協定は、2010 年6月
の第5回トップ会談で次回会談での締結に向けて
合意されたが、同年 12 月の第6回トップ会談で
は締結が見送られた。締結の予定は第7回トップ
会談に変更されたが、同会談の開催自体が 2011
年 10 月に先送りされた。トップ会談が開催され
る間隔が当初の半年おきから 10 か月ほどに広が
り、中台の対話で扱われるテーマも「簡単な事柄
から困難な事柄に移った」（「由易入難」）といわれ
るようになったが、投資保障協定はまさにそれを
象徴するものとなっていた。

海基会のプレスリリースによると、「海峡両岸

投資保障と促進協議」は、中国大陸で操業する台
湾企業（台商）の財産権、経営権、身柄の安全な
ど、両岸の投資家の投資権益に制度化された保障
を提供するうえでの助けとなり、あらゆる産業へ
の投資にとって役立ち、両岸の投資環境を効果的
に健全なものとし、グローバル化および地域経済
協力の面において、両岸それぞれの競争力を向上
させるものである、と位置づけられている。
「海峡両岸税関協力協議」については、両岸のあ

いだの貨物通関手続きの簡素化に役立ち、関連業
者が運営コストを軽減するのに有利となり、両岸
のあいだでの非合法の貨物、密輸を根絶させるこ
とができる。これら2項目の協定の調印は、「両
岸経済協力枠組み協定（ECFA）」の後続協議が一
歩ずつ実現されていることを示すものでもあり、
両岸の経済・貿易協力の枠組みがさらに深化した
ことを象徴するものである。

また、海協会と海基会は、投資保障協議に関連
して「身柄の自由と安全保障についてのコンセン
サス」も同時に発表した。これは、双方が各自の
規定に基づいて、相手側の投資家や駐在員などの
関係者に対して、身柄の自由を拘束してから 24
時間以内に、当該者の関係者に通知し、家族の面
会および弁護士の接見のために便宜を与えるもの
である。双方が身柄安全の問題を重視している姿
勢を示すものであり、関連の通報と通知メカニズ
ムを完備させることにより、両岸の投資家や駐在
員などの関係者の身柄の自由および安全の保障を
より一層強化するものである、と海基会は説明し
ている1。

今回の会議では、次回トップ会談での協議テー
マについても話し合われた。双方は、まずは、次
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回会談ではサービス貿易、物品貿易、争議の解決
など ECFA の後続協議を中心とし、この中のい
かなる項目でもコンセンサスが達成されれば調印
することで合意した。さらに、サービス貿易の協
議を後続会談で優先的に調印を目指すテーマとす
ることでも合意した。このほか、国民生活の福祉
に関する「両岸大気汚染監視測定協力」および「両
岸地震監視測定協力」のテーマについても、両岸
の関連する主管機関のあいだでの意思疎通と話し
合いを積極的に推進していくことで同意した2。

（3）譲歩を示さなかった中国
これまでの投資保障協定の交渉における対立点

は、投資紛争を解決するための国際仲裁機関の利
用、台湾人駐在員の身柄の安全という点にあった。
台湾側では、中国国内の法制度や司法制度への不
信が強く、中国に進出した台湾企業の権益や駐在
員の身柄の安全などを確保するために、同協定の
必要性を主張してきた。他方、中国側は従来、台
湾企業の問題を「国内問題」と見なして、国内立
法で対応できるとの立場を堅持してきた。投資保
障協定が国際仲裁機関での紛争解決に言及するの
は一般的なことだが、中国側は台湾企業による投資
をめぐる紛争が「国際化」することを嫌っていた3。

今回の協定には、紛争解決のための国際機関に
よる仲裁は盛り込まれなかった。台湾側の要求
に、中国側が全く譲歩を示さなかったことがわか
る。中国側は中台間で発生するトラブルは国内

（に準じる）問題と捉えようとし、台湾側がそれを
受け入れた形といえる。また、駐在員の身柄拘束
の際の関係者や家族への通知義務についても、条
文そのものには明記されなかった。

民進党の蘇貞昌主席は、投資保障協定に国際仲
裁という選択肢が付されていないことに、「この
協定には国際規範がなく、台湾は『準植民地』の
扱いを受けている」と批判している4。

（4）事務処理機構の相互設置について
今回のトップ会談では、中台間での事務処理機

構の相互設置についても話題になった。事務処理
機構の相互設置は、馬英九総統が昨年 10 月に公
表した「黄金十年」構想のなかで具体的な対中政
策のひとつとして提唱したものである。馬総統
は、「92 年コンセンサス」の基礎のうえに中台間
での協議が再開されてから、協議の頻度や関連業
務が大幅に増加したため、事務処理機構を相互に
設置するニーズが徐々に高まってきたとして、「両
岸での事務処理機構の相互設置を順序を追って推
進する」ことを掲げた5。

本年7月末に開催された第8回「国共フォーラ
ム」（「両岸経済貿易文化フォーラム」）でも、17 項
目の「共同意見」のなかに「両岸での総合的な事
務処理機構の相互設置を順序を追って漸進的に推
進し、両岸の民衆にさらに有効にサービスする」
ことが盛り込まれた6。

今回のトップ会談で、この話題を切り出したの
は海協会の陳会長だった。陳会長は、海協会と海
基会による事務処理機構の相互設置の問題につい
て、台湾側と引き続き意見交換をしたいとの意向
を示すとともに、次回のトップ会談で「民衆の関
心が極めて高いこれらの議題をできるだけ早く解
決したい」と語ったという7。今回の会談では、一
般的な意見交換は行われたものの、コンセンサス
が得られるには至らず、双方が持ち帰ってそれぞ
れ研究することとなった8。

この問題については、今後中台間でどう議論が
進むのか、さらにはどの程度の権限をもった機構
が設置されることになるのかが注目される。

2．行政院大陸委員会の世論調査

行政院大陸委員会（陸委会）は8月 31 日、定期
的に実施されている台湾住民の中台関係に対する
見方に関する世論調査（「民眾對當前兩岸關係之
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看法」）の結果を発表した9。今回の世論調査では、
海協会と海基会による第8回トップ会談に対する
住民の評価についても調査が行われた。以下、関
連する項目について紹介する。

（1）中台間の制度化された協議について
中台双方が制度化された協議を通じて交流に関

わる問題を処理していくことについては、72.5%
の住民が「支持する」と答え、「支持しない」とす
る住民の割合は 14.5％となっている（表1）。

また、この4年間に、中台双方が8回のトップ
会談を開催し、18 の協定に調印したことが、台湾
全体の発展にとって「役立つ」と考える住民は
58.4％、「役立たない」とする住民の割合は 27.8％
となっている（表2）。

（2）第8回トップ会談の成果について
投資保障協定の調印後、大陸で操業する台商、

従業員やその家族が人身の自由を制限された際に

は、その家族に 24 時間以内に通知されるように
なることが、台湾住民による中国への投資を保障
するのに役立つかどうかについては、60.5％の住
民が「役立つ」と考え、27.6％の住民は「役立た
ない」と考えている（表3）。

また、税関協力協定により中台間の貨物通関手
続きが簡素化され、非合法の貨物や密輸の取り締
まりでの中台間の協力が強化されることが、中台
間の貿易協力にとって「役立つ」と考える住民は
67.7％、「役立たない」と考える住民の比率は
18.6％となっている（表4）。

（3）海基会と海協会による事務処理機構の相互
設置について

海基会と海協会が事務処理機構を相互に設置し
て、中台双方の住民にサービスと協力を行うことに
ついて、「支持する」と答えた住民は71.3％、「支持
しない」と答えた割合は15.8％となっている（表5）。
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＜表1＞

強く支持する 支持する 支持しない 全く支持しない わからない
／無回答

21.7% 50.8% 8.7% 5.8% 13.0%
72.5% 14.5% 13.0%

（出所）｢『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2012 年8月 16 日至 19 日）」、2012 年8月、3頁。

＜表2＞

非常に役立つ 役立つ 役立たない 全く役立たない わからない
／無回答

11.7% 46.7% 16.7% 11.1% 13.8%
58.4% 27.8% 13.8%

（出所）「『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2012 年8月 16 日至 19 日）」、2012 年8月、2頁。

＜表3＞

非常に役立つ 役立つ 役立たない 全く役立たない わからない
／無回答

16.4% 44.1% 14.7% 12.9% 11.9%
60.5% 27.6% 11.9%

（出所）＜表2＞と同じ。



（4）中台交流のスピードについて
中台交流のスピードについては、「ちょうどよ

い」と考える住民が最も多く、その割合は 42.4%
となっている。ただし、本年4月に発表された前
回調査と比べると、「ちょうどよい」と考える住民
の割合はわずかに減少しており、むしろ「遅すぎ
る」と考える住民の割合が増加している。中台
トップ会談の開催が決まらず、投資保障協定の締
結が先送りされてきたことに、しびれを切らした
住民が多かったのかもしれない（表6）。

3．台湾への個人旅行が認められる中国の都市
が増加

2012 年8月 28 日より、台湾への個人旅行が認
められる中国の対象都市に、これまでの9都市に
加えて、あらたに山東省の済南、陝西省の西安、

福建省の福州、広東省の深圳が追加された。
中国からの台湾への個人旅行は、これまで対象都

市の拡大が段階的に行われてきた。まずは、2011 年
6月 28 日に北京、上海と厦門の3都市が対象とさ
れたのを皮切りに、2012 年4月 28 日には天津、重
慶、南京、広州、杭州の6都市がこれに加わった。

また、今回は金門、馬祖、澎湖への「小三通」
方式による個人旅行が認められる都市について
も、これまでの福建省の9都市10に加えて、浙江
省、広東省、江西省の3省 11 都市11が追加された。
これにより、中国の4省 20 都市の住民が台湾の
離島への個人旅行を認められることになった12。

本年7月末までに、個人旅行で台湾を訪れた中
国人は 10.7 万人を超えており、1日平均 266 人
となっている。個人旅行はとくに中国の若者のあ
いだで人気があるようで、言葉が通じて、インター
ネット上での情報も充実していることから、九份
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＜表4＞

非常に役立つ 役立つ 役立たない 全く役立たない わからない
／無回答

17.6% 50.1% 11.4% 7.2% 13.7%
67.7% 18.6% 13.7%

（出所）「『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2012 年8月 16 日至 19 日）」、2012 年8月、3頁。

＜表5＞

強く支持する 支持する 支持しない 全く支持しない わからない
／無回答

21.5% 49.8% 9.2% 6.6% 12.9%
71.3% 15.8% 12.9%

（出所）＜表4＞と同じ。

＜表6＞

速すぎる ちょうどよい 遅すぎる わからない
／無回答

2012 年8月 28.8% 42.4% 16.6% 12.2%
2012 年4月 32.6% 45.0% 11.9% 10.5%

（出所）「『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2012 年8月 16 日至 19 日）」、2012 年8月、
1頁、「『民眾對當前兩岸關係之看法』例行性民意調查問卷各題百分比配布表（調查日期：2012 年3月 30 日至4月2日）」、2012
年4月、1頁。



のような地方の小都市でも人気の観光スポットに
なっている。中国側では個人旅行を扱う業者が急
増しており、台湾側の航空会社でも人気路線での
便数拡大が検討されているという13。

4．「海峡両岸貨幣清算協力備忘録（MOU）」の
締結

貿易投資分野だけでなく、金融分野でも台湾と
中国との関係は強化されている。2012 年8月 31
日、中国の中央銀行である中国人民銀行と台湾側
の中央銀行は、人民元と台湾元の直接取引を始め
ることで合意し、「海峡両岸貨幣清算協力備忘録

（MOU）」を締結した。この MOU の締結から 60
日以内に決済銀行を指名し、台湾の外国為替銀行
で人民元業務を開始することになっている。これに
より、中台間の貿易で行われてきた米ドルを中心と
した外国為替での決済から、直接人民元と台湾元
の決済を行うことが可能となり、決済にかかるコス
トを削減することが可能となる14。これまで人民元
と台湾元のあいだで米ドルを介した通貨の交換で
徴収されていた為替手数料などが不要となり、年間
約 500 億台湾元節約できる見込みである15。また、
台湾の外国為替銀行での人民元業務が始まれば、
2年後には人民元での預金額が国内銀行の預金総
額の5％、金額にして 1.5 兆台湾元（人民元で約
3218 億元）規模に達すると予測されている16。

中国での初の台湾元決済銀行には台湾銀行上海
支店が選ばれた。一方、中国の中央銀行にあたる
中国人民銀行は9月末現在、台湾での人民元決済
銀行をまた正式に発表していないが、台北支店を
開設している中国銀行と交通銀行のいずれかが有
力視されている17。

また、台湾の中央銀行は中台間での通貨スワッ
プ協定の締結に向けた交渉を始めていることも明
らかにしている18。

5．APEC首脳会議で胡錦濤・連戦会談が実現

（1）胡錦濤・連戦会談
アジア太平洋経済協力（APEC）の首脳会議が

9月8日からロシア・ウラジオストクで開催され、
台湾からは元副総統の連戦氏が馬英九総統の代理
として参加した。連氏は6日夜に現地入りし、7
日午前には中国の胡錦濤国家主席と会談した。
APEC での胡錦濤・連戦会談（以下、胡・連会談）
は今回で5回目となった。

会談で両者は、両岸の当局のあいだで「一つの
中国」の中身をめぐり違いがあるものの、「一中憲
法の精神を遵守し、民族の感情をつなぎとめ、民
族を振興する努力において揺らぎはない」との認
識で一致した19。

また、両者のあいだでは期せずして 2005 年4
月の会談で共同発表した「5つの願い」20が話題
になったという。連氏は、この数年間にそのうち
の多くの事柄が実現した一方で、いくつかまだ実
現していない部分があるとして、両岸の平和的発
展の枠組みと相互信頼のメカニズムの構築、およ
び台湾の国際参加については、両岸のさらなる努
力が待たれる部分であると語った。そして、中国
側との事前の意思疎通を通じて国際民間航空機関

（ICAO）に参加できることを願っていると述べ
た。連氏や関係者によれば、胡氏は連氏の発言に
対して、台湾の適当な方式による ICAO の関連活
動への参加の問題について真剣に研究すると、特
に明確かつ肯定的な回答を行ったという21。

（2）今後の中国の対台湾政策について
中国では第 18 回党大会を控えて、来春にかけ

て権力の移行期に突入する。中国側の今後の対台
湾政策が注目されるが、連氏によれば、会談でこ
の話題に触れた際には、胡氏が自ら中国側の対台
湾政策について話を切り出し、第 18 回党大会後
も連続性が維持されると語ったという。胡氏は、
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過去数年間の両岸関係における持続的な発展は肯
定できるものであるとしたうえで、第 18 回党大
会後も大陸側は台湾に対する重大な政策方針の連
続性を維持し、両岸の平和的発展という政策主張
の推進を引き続き貫徹し、ウインウインを維持し、
絶えず両岸関係の平和的発展の政治的、経済的、
文化的および社会的な基礎を築いていく、と述べ
たという22。

そして、会談では、ECFA の後続協議のタイム
テーブルが話題になった。ECFA の後続協議は、
上述のとおり海協会と海基会による第8回トップ
会談でも、次回会談の議題とすることが決まった。
胡氏と連氏のあいだではそのタイムテーブルにつ
いて、サービス貿易の協議を1年以内に調印し、
物品貿易の協議についても来年には調印すること
で一致した23。

（3）「両岸関係の平和的発展を強固にし、進化さ
せる」についての3つの見解

中国側では最近、「両岸関係の平和的発展を強
固にし、進化させる」という表現がよく使われて
いる。本年6月に開催された第4回「海峡フォー
ラム」では、17 日、中国・全国政治協商会議の賈
慶林主席（中国共産党中央政治局常務委員）が挨
拶のなかで、「現在、両岸関係の平和的発展は新た
な局面を切り開く創始の時期から、それを強固に
し、進化させる新たな段階に入った」と語ってい
る。また、7月の「国共フォーラム」の際にも、
賈主席は国民党の呉伯雄名誉主席との会見で、「現
在、両岸関係の平和的発展を強固にし、進化させ
る新たな段階に入っている」との認識を改めて示
している24。

今回の胡・連会談では、胡氏がこの「両岸関係
の平和的発展を強固にし、進化させる」という表
現について詳しく説明している。以下では、胡氏
が示した3つの見解について、その概要を紹介し
ておく。

第1に、両岸関係の平和的発展の道をゆるぎな
く歩まねばならない。我々はこの実務的な道を堅
持して、正確な方向を保持して、両岸関係の平和
的発展の制度化建設を強化しなければならない。
第2に、両岸関係の平和的発展の政治的基礎を絶
えず強固なものにしなければならない。両岸関係
の平和的発展を強固にし、深化させるには、我々
が絶えず相互信頼を増進させ、コンセンサスを拡
大することが必要であり、とりわけ一つの中国原
則を共同で堅持するという重大な問題において、
少しも動揺することなく、態度を鮮明にしなけれ
ばならない。第3に、世界情勢の変化と民族復興
の歴史過程のなかで両岸関係の前途を把握しなけ
ればならない。両岸の同胞はさらに緊密に連携し
て、全民族の全体的な力を共同で強大にし、復興
過程において直面するあらゆる挑戦に共同で対応
しなければならない25。

6．陸委会主任委員、海基会董事長の交代

（1）江丙坤董事長が退任、頼幸媛主任委員は駐
WTO大使に転任

9月 19 日、海基会の江丙坤董事長が退任する
意向を表明した。同日、政府の外交、両岸、国家
安全部門における人事異動も発表され、陸委会の
頼幸媛主任委員が同職を離れ、駐 WTO 大使に転
任することが決まった。頼氏の後任には、国家安
全会議（国安会）諮問委員を務めていた王郁琦氏
が就任した26。江氏の後任には、国民党秘書長の
林中森氏が内定し、27 日に開かれた海基会の董事
会で正式に新たな董事長に選出された27。なお、
江氏は総統府資政に就任した28。

江氏退任の突然の知らせに、台商のあいだでも
驚きと「江氏ほど台商の本音を理解できる人はい
ない」と退任を惜しむ声が広がった29。しかし、
このタイミングでの江氏の辞任の発表と政府内で
の人事異動には、それなりの理由があったようだ。
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江氏によれば、本年5月に行われた海基会の新オ
フィスビル落成式典の際に、江氏は馬英九総統に
対してすでに辞任を申し出、第8回トップ会談後
に退任したいとの意向を伝えていた。馬総統は江
氏の慰留に努めたが、江氏は8月 14 日に正式に
辞表を提出した30。また、江氏と前後して、国安
会秘書長の胡為真氏、駐 WTO 大使の林義夫氏も
辞意を表明していた。そこで、馬総統は熟慮の末、
今回、本年2月の新内閣発足時に手を付けていな
かった外交、両岸、国家安全部門において人事異
動に踏み切ったのだという31。

（2）陸委会主任委員に王郁琦氏、海基会董事長
には林中森氏

陸委会主任委員に就任した王郁琦氏は 1969 年
生まれの 42 歳で、陸委会史上最年少の主任委員
となった。王氏は米国・インディアナ大学で法学
の博士号を取得、帰国後は世新大学で教鞭をとっ
ていた。2008 年5月に総統府発言人（スポークス
マン）に就任、2010 年5月には国安会諮問委員と
なった。馬総統の信頼が厚く、馬総統の一番の側
近である金溥聰氏の評価も高く、国民党の若手世
代では代表的な人物のひとりとされる32。しか
し、その若さと経歴から、両岸関係の分野でのキャ
リアが浅く、人脈が少ないとの指摘もある33。

海基会董事長のなった林中森氏は 1944 年生ま
れで、現在 67 歳である。国立政治大学地政研究
所で法学博士を取得、これまで台北市政府専門委
員、高雄市政府秘書長、同副市長、内政部常務次
長、同政務次長、行政院秘書長などの公職を歴任
してきた。高雄市政府秘書長時代に、当時市長を
務めていた呉敦義氏との関係を深めたといわれ、
呉副総統に近い人物とされる。豊富な行政経験と
協調や意思疎通の面での高い能力が馬総統に評価
されたとの見方もあるが、両岸関係の分野での
キャリアは皆無である34。

新人事に対する評価はさまざまであるが、両岸

関係の関連部門のトップに側近を起用したのは、
馬総統が自らの両岸政策と理念を正確に伝達し、
貫徹させようとしたものとの見方が一般的であ
る35。馬総統が両岸政策を直接采配できる体制を
整えたということになる。これに対し、民進党の
元立法委員である郭正亮氏は、対米重視・対中軽
視の人事であると評価している。今回、馬総統は
駐米代表に側近の金溥聰氏を任命した。郭氏は、
金氏の重みと比べれば、それにはとうてい及ばな
い王氏を陸委会に、林氏を海基会に配したことは
馬総統の「親米、軽中」姿勢の表れであり、その
度合いは想像をはるかに超えるものだと認識を示
している36。

7．王毅氏、「4つの不変」に言及

中国・国務院台湾事務弁公室の王毅主任は9月
23 日、江西省南昌市で開かれた会議（「贛台経貿
合作研討会」）での挨拶のなかで、大陸側の両岸政
策における「4つの不変」について言及した。王
主任は、両岸の各方面が両岸関係の今後の見通し
と双方の政策に強い関心を寄せているとしたうえ
で、大陸側については「4つの不変」が存在する
と述べた。
「4つの不変」とは、①両岸関係の平和的発展の

基本方針を堅持することは不変である、②「台独」
に反対し、「92 年コンセンサス」を認めるという
基本的立場を堅持することは不変である、③易し
いことから先に、難しいことは後で（「先易後難」）、
順序を追って一歩一歩進める（「循序漸進」）とい
う基本的な考えを堅持することは不変である、④
人を基本とし、民のために利益をはかるという基
本理念を堅持することは不変である、の4項目で
ある。王主任は、この「4つの不変」の基礎のう
えに立って、両岸関係の制度化と構造化の推進に
力を入れ、両岸関係の平和的発展の基礎をさらに
強固なものにすると強調した37。
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また、王主任は、台湾側の両岸関係の関連部門
での人事異動を踏まえて、台湾側が必ずや積極的
な大陸政策を引き続き実行し、両岸関係の改善と
発展にさらに重要な位置づけを与え、我々ととも
に両岸関係の平和的発展の新局面を絶えず切り拓
くためにたゆまず努力することを希望し、また信
じていると語った38。

8．中国をめぐる民進党の動き

（1）中国事務部主任に洪財隆氏
総統選挙での敗北後、民進党では中国問題に実

務的に向き合えるかどうかが政権奪回の鍵になる
との認識が広まっている。そうしたなかで、蘇貞
昌主席は7月に中国事務部を復活させ、また党の
対中政策を議論する枠組みとして「中国事務委員
会」を設置する方針を打ち出している。

8月6日、民進党は中国事務部主任に元台湾経
済研究院副研究員の洪財隆氏が就任することを発
表した。復活した中国事務部の主任人事には、党
内外から注目が集まっていた。洪氏はオーストリ
アのインスブルック大学で経済学博士号を取得
し、台湾では長期にわたり中台の経済貿易関係を
研究してきた学者として知られる。国際政治経済
学、中台経済貿易関係および自由貿易協定の専門
家である。

民進党内では、洪氏は党内の派閥勢力とのつな
がりがないことから、専門性を重視した人選であ
るとの見方が一般的である。また、洪氏の中国事
務部主任への起用には、民進党の対中政策を経
済・貿易面に重点をおき、実務的かつ積極的で、
実行可能な方向に軌道修正を図ろうとする蘇主席
の狙いがあるとの指摘もある39。

なお、党主席の下には任務編成の「中国事務委
員会」を設置することも検討されているが、目下
のところ主任委員には元行政院長の謝長廷氏の就
任が有力視されている40。

（2）立法委員らの訪中
8月に入ると、元海基会董事長の洪奇昌氏、立

法委員の蕭美琴氏、林佳龍氏が相次いで中国を訪
問した。

洪奇昌氏は8月初旬、中国社会科学院台湾研究
所の招きで北京を訪問した。今回の訪中は「台湾
産経建研社理事長」の身分によるもので、元中国
事務部副主任の張国城氏など民進党関係者が同行
した。滞在中は同研究所で非公開の会議を行った
ほか、清華大学台湾研究所、中国共産党中央党校
を訪問し、中国側の台湾問題のブレーンらと両岸
関係について意見交換を行った。

洪氏は滞在先の北京で、両岸関係の安定は台湾
にとって重要であり、両岸にはもっと多くの対話
と交流のルートが必要であるとの認識を示し、民
進党は両岸関係に対して穏健で実務的な態度をと
り、台湾民衆全体の利益に立って考えなければな
らないと述べた。その一方で、民進党と中国側と
の対話については、民進党の政治的主張と中国の
政治的主張はその政治的立場において違いがある
ため、双方が党対党の直接交流を行うには機が熟
しておらず、まだその段階には至っていないとの
考えを示した41。

蕭美琴氏は8月 12 日から 14 日まで、上海東亜
研究所の招きにより上海を訪問した。蕭氏は現在立
法委員であり、民進党のシンクタンクで副執行長を
務めている。そのため、蘇主席就任後初の同党の公
職者による訪中となったが、今回は「台湾民主基金
会董事」の身分による訪中だった。上海では東亜研
究所が主催する学術会議（「第3回両岸関係和平発
展的機遇和挑戦」検討会）に出席した。この会議は
毎年、台湾民主基金会と上海東亜研究所が交互に
主催するもので、今回は台湾の国際参加と中台関係
の発展の枠組みについて議論が行われた42。

蕭氏は蘇主席や前主席の蔡英文氏とも近いこと
から、今回の訪中については、中国側の要人との接
触の可能性が取り沙汰され、中国側への何らかの
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メッセージを託されているのではとの憶測も流れた
が、蕭氏本人、民進党本部ともにこれを否定し、単
なる学術活動への参加であることを強調した43。

蕭氏は帰国後、民進党と共産党のあいだの政治
的な主張や立場において短期的にコンセンサスを
形成することは難しいとの認識を示す一方、共産
党は民進党をあまり理解しておらず、中国側の学
者も民進党をもっと理解する必要性を認識してい
ると語った。そして、現在民進党と共産党のあい
だには相互信頼や理解が不足しているが、相互に
理解し合いたいという意思は存在しているとし
て、将来もし中国側の学者が台湾に来て民進党の
シンクタンクと交流したいのであれば、民進党は
それを排除しないと述べた44。

林佳龍氏は、中国の交通大学と台湾の交通大学
の共催による学術会議（「亜太区域発展暨城市治
理論壇」）の招きにより上海を訪問し、8月 13 日
に同会議に出席して講演した。林氏も現在立法委
員で、民進党の中央執行委員でもあるが、今回は

「台湾シンクタンク董事長」の身分で訪中した。
林氏は、民進党は両岸関係に対して新思考で臨

まねばならないと強調したうえで、今回の訪中は
都市交流に重点をおき、両岸の都市競争力を発展
させるためのものだと語った。また、地域都市ガ
バナンスを交流の最初の議題に選んだのは、敏感
な政治問題には触れないという前提の下で、両岸
にとって大きな意義のある議題を議論しようと考
えたからだと説明した45。

（3）「中国ブーム」への苦言も
民進党では、中国事務部の主任人事も決まり、

「中国事務委員会」の主任委員に謝氏の名前が浮
上する一方で、党所属の立法委員らの訪中が相次
いだ。こうした「中国ブーム」ともいえる状況に
は、党内から批判の声も上がっている。

元行政院長で、現在党中央常務委員を務める游
錫堃氏は、現在台湾の住民が最も関心を寄せてい

るのは、民進党の中国政策でも、民進党が「中国
ブーム」に沸くことでもなく、物価や失業率の上
昇、経済の低迷や失業問題などであると指摘し、
与党が問題を解決できない時に、野党の民進党が

「中国ブーム」に浮かれて適切な政策も打ち出せ
ないのであれば、住民は民進党に徹底的に失望す
るだろう、と苦言を呈した46。

（4）中国側との接触に向けたルール作り
中国との交流が増える勢いにある民進党では、

党員が中国側の統一戦線工作や洗脳に遭うのを防
ぐためのルール作りが検討されている。党所属の
公職者が中国を訪問する際の作業手順や、統一戦
線工作に直面した際の対応などをまとめたもの
で、近く正式に発表される見通しである。

こうしたルールの作成は、蔡英文主席の下です
でに計画されていたが、草案が中央常務委員会で
議論されるには至らなかったという。現在、党内
には「国共フォーラム」や「海峡フォーラム」へ
の参加を厳禁する規定が存在している。今回の
ルールでは、さらに贈答品の受領や特定の形式に
よる招待への出席を禁じ、中国側の関係者が統一
戦線工作を実施したり、あるいはその言論におい
て中華民国の主権を矮小化したりするような状況
に直面した際に、党所属の公職者は如何に対応す
べきかを関係者に周知させるものとなる47。

9．中国側の民進党に対する立場

総統選挙後、3月には当時民進党のスポークス
マンだった羅致政氏の雲南省への訪問48、そして
今回の同党所属の立法委員らによる訪中など、民
進党の幹部や同党所属の公職者が中国を訪問する
ケースが増えている。しかし、重要なことは、い
ずれも「適当な身分」による訪問で、中国側との
個人的、私的な意見交換が行われるにとどまって
おり、民進党と共産党との党対党の交流には至っ
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ていないということである。
8月初旬に訪中した洪奇昌氏は、中国側が民進

党に「台独放棄」を求めている立場に揺るぎはな
く、今後4年間に民進党のリーダーが訪中する可
能性は「ほぼ存在しない」と語っている49。

しかし、民進党では蘇貞昌氏が党主席当選直後
に「中国訪問の可能性も排除しない」50と語り、ま
た前主席の蔡英文氏や謝長廷氏もインタビューの
なかで同様の趣旨の発言を行っている。こうした
民進党の重量級の政治家、いわゆる「指標となる
人物」が訪中の意思を明らかにするなかで、中国・
国務院台湾事務弁公室の王毅主任は次のように
語っている。

王主任は、大陸側は民進党の関係者に門戸を開
いており、両岸関係の改善と発展を支持するので

あれば、彼らが大陸を歩き回ってみて、実際の大
陸の発展と進歩、そして大陸の対台湾政策の方向
性を理解できるような条件を創り出すことを望ん
でいる、と語っている。しかし、民進党関係者が
訪中するには、「適当な身分と雰囲気が必要であ
る」と強調し、特に「指標的な人物はそうである」
と述べている。

また、共産党と民進党との党対党の交流につい
ては、民進党が台独の立場を放棄しない限り、大
陸が民進党と付き合うのは困難であると明言して
いる。王主任は、大陸側は民進党が大陸に対する
政策を現実に合うように調整し、台湾民衆の長期
的利益と一致することを希望していると語り、民
進党の台独政策が現実にそぐわないことは事実が
証明していると述べている51。

1 海峽交流基金會新聞稿「第八次『江陳會談』順利舉行 兩會簽署『海峽兩岸投資保障和促進協議』和『海峽兩岸海關合作協議』，
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